
播
磨
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
史
料

今

井

林

太

郎

摂
津

・
播
磨
両
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
に

つ
い
て
書
く

つ
も
り
で
い
た
と
こ
ろ
、
暫
ら
く
病
床
に
あ

っ
た
た
あ
締
切
期
限
に
間
に
合
わ
な
く
な
り
、
と
り
あ
え
ず

こ
こ

で
は
播
磨
国
の
文
禄
検
地
帳
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
、
詳
細
は
他
日
改
め
て
発
表
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

織
田
信
長

の
部
将

で
あ

っ
た
木
下
藤
吉
郎
秀
吉
が
中
国
経
略

の
総
指
揮
官
に
抜
擢
さ
れ
、
播
磨

に
入

っ
た
の
は
天
正
五
年
十
月
で
あ
る
。
秀
吉
は
小
寺
孝
高

に
迎
え
ら

れ
て
、

そ
の
居
城
で
あ
る
姫
路
城
に
本
拠
を
お
き
、
播
磨

の
平
定
に
乗
り
出
し
た
。

当
時
播
磨
に
は
毛
利
氏
の

勢
力
が
相
当
浸
透
し
て
い
て
、

毛
利
氏
と
結
ぶ

土
豪
が

多
か

っ
た
が
、

小
寺
孝
高

の
協
力
に
よ

っ
て
播
磨

の
平
定
は
順
調
に
進
む
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
天
正
六
年
三
月
東
播

の
別
所
長
治
が
毛
利
氏
と
結
ん
で
三
木
城
に
よ

っ
て
反
旗
を
翻
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
播
磨
は
重
大
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
別
所
氏
を
支
援
す
る
土
豪
も
少
く
な
く
、
中
国
進
攻
の
前
進
基
地
と
し
て
確
保

し
た
西
播
の
上
月
城
も
毛
利
勢
に
奪
回
さ
れ
る
有
様

で
あ

っ
た
。

三
木
城
が
陥
落
し
た
の
は
天
正
八
年

正
月
で
、

つ
い
で
五
月
に
は
毛
利
氏
と
誼
を
通
ず
る
宍
栗
郡

の
宇

野
政
頼
を
長
水
山
城
に
攻
あ
て
滅
し
、

二
年
半
余
り
の
歳
月
を
要
し

て
播
磨

の
平
定
を
終
え
た
。

播
磨

の
平
定
が

}
段
落
す
る
と
、
秀
吉
は
さ

っ
そ
く
こ
の
年
播
磨
に
検
地
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
天
正
八
年
九
月

二
十

三
日
付

で
秀
吉
の
家
臣
仙
石
秀
久
が

明
石
郡

の
太
山
寺
衆
徒
中
に
あ
て
た
文
書
に

就
国
中
検
地
、
明
石
郡
太
山
寺
坊
屋
敷
方
井
門
前
下
僧
等
家
役
諸
公
事
・
従

秀
吉
様
末
代
御
免
許
之
上
者
・
向
後
不
可
有
異
儀
痴

と
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
の
検
地
の
内
容
が
、
ど

の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
秀
吉
は
こ
れ
よ
り
さ
き
江
北
の
領
地
で

「
指

出
」
を
徴
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
と
き

の
検
地
も
恐
ら
く
江
北

の
例
に
な
ら

っ
て

「
指
出
」

を
提
出
さ
せ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

播
磨
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
史
料
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播
磨
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
史
料

検
地

に
よ

っ
て
村

々
の
石
高
を
押
え
た
秀
吉
は
、
播
磨
平
定
に
功
労
の
あ

っ
た
武
将
た
ち
に
領
地
を
与
え
て
そ
の
労
に
報
い
た
。
秀
吉

の
播
磨
入
国
以
来
忠
実
な
協
力

者
と
し
て
活
躍
し
た
黒
田
孝
高
に
揖
東
郡
内
で

一
万
石
を
与
え
た
の
を
始
ぬ
、
浅
野
長
政
に
同
じ
く
揖
東
郡

で
四
千
六
百
石
、

一
柳
直
末

に
揖
西
郡
で
二
千
五
百
石
、
加

藤
清
正
に
神
東
郡
で
百
二
十
石
、
片
桐
貞
隆
に
同
じ
く
神
東
郡
で
百
五
十
石
を
与
え
た
。
孝
高

に
与
え
ら
れ
た
所
領

一
万
石
は
天
正
八
年
九
月

一
日
の
知
行
目
録

に
よ
る

と
、
福
井
庄
内
六
千

二
百
石
、
岩
見
庄
二
千
七
百
石
、
伊
勢
村
上
下
千
百
石
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後

の
調
査
で
千
二
百
五
十
石
ほ
ど
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
翌

九
年

三
月
に
改
め
て
、
越
部
上
庄
千
二
百
五
十
四
石
八
斗
、
伊
勢
上
下
九
百
二
十
石
、
岩
見
庄

二
千
九
百
十
三
石
、
福
井
庄
内
四
千
九
百
七
石
の
知
行
目
録
が
交
付
さ
れ

ゆ

「
指
出
」
が
必
ず
し
も
正
確

で
な
か

っ
た

の
で
・
こ
う
し
た
補
正
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
浅
野
長
政
は
天
正
九
年

三
月
に
さ
ら
に
千
石
が
増
さ
れ

て
そ
の

所
領
は
五
千
六
百
と
な

っ
た
が
、
そ
の
と
き
の
知
行
目
録
に
よ
る
と
、

香
山
上
下

小
宅
庄
堂
本
村

同
庄
同
村

阿
曽
村

佐

々
村

と
な

っ
て
い
る
。

一
三
七
六
石
四
斗

五
九

一
石

一
斗

九
〇
石
三
升

六
〇

一
石
九
斗

三
〇
〇
石

網
干
同
庄
中
村

片
山
村

松
尾
村

一
二
五
五
石

五
四
二
石
七
斗

七
二
七
石
四
斗

一
〇
六
石
三
斗

こ
れ
ら
の
知
行
目
録
を
み
て
気
が

つ
く
こ
と
は
、
か

つ
て
の
社
寺
や
貴
族
の
庄
園
が
家
臣

の
知
行
地
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
孝
高

に

与
え
ら
れ
た
福
井
庄
は
か

つ
て
は
神
護
寺
領
で
あ
り
、
ま
た
長
政

に
与
え
ら
れ
た
小
宅
庄
は
大
徳
寺
領
で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
庄
園
は
事
実
上
解
体
さ
れ
、

こ
こ
で
は

庄
は
た
ん
な
る
地
域
を
示
す
名
称
に
す
ぎ
な
く
な

っ
て
い
る
。
法
隆
寺
領
で
あ

っ
た
揖
東
郡
の
鵤
庄
も
法
隆
寺

の
出
先
機
関
的
性
格
を
も

つ
斑
鳩
寺
に
対
し
て
天
正
八
年

⑩

九
月

一
日
庄
内
で
三
百
石
の
寺
領
を
秀
吉
か
ら
与
え
ら
れ
た
が
、
翌
九
年
三
月
に
は
さ
ら

に
百
五
十
石
削
減
さ
れ
て
、
百
五
十
石
が
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
十
月

二

十

五
日
付
の
実
報
寺
与
左
衛
門
尉
実
貞

の
書
状

に
は
、

(秀
吉
)

㎝

従
筑
前
様
太
子
御
寄
進
之
後
、
為
惣
行
灯
明
料
、
以
検
地
之
上
、
百
五
十
石
之
辻
御
寄
進
由
候
、
我
等
儀
も
あ
る
に
か
い
な
き
躰

二
御
座
候

へ
共
、
承
及
通
如
此
候

と
、
寺
領
が
百
五
十
石
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
を
歎
い
て
い
る
。
秀
吉
が
こ
の
検
地
で
社
寺
領
に
対
し
相
当
思
い
切

っ
た
整
理
を
行

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

註

ω

太
山
寺
文
書

ω

黒
田
文
書
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(6)(5)(4}(3)(2)

黒
田
文
書

浅
野
家
文
書

一
柳
文
書

加
藤
文
書

片
桐
家
御
内
書
御
朱
印
等
写

㈲

黒
田
文
書

㈲

浅
野
家
文
書

⑩

斑
鳩
寺
文
書

ω

法
隆
寺
文
書

秀
吉
が
政
権
を
と

っ
て
以
後
、
播
磨
で
最
初
に
行

っ
た
検
地
が
い

つ
で
あ
る
か
は
明
ら
か

で
な
い
。
た
だ
姫
路
城
主
の
木
下
家
定
が
天
正
十
五
年
十
月
、
野
里
の
五
郎

右
衛
門
に
対
し
、

【
八
代
帳
は

つ
れ
」
の
川
間
町
に
つ
い
て
帳
を
作
製
す
る
よ
う
命
じ
た
文
書
が
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
天
正
十
五
年
十
月
以
前
に
播
磨
で
検
地
が
行
わ

れ
、
検
地
帳
が
作
製
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
奥
野
高
広
氏
が
秀
吉

の
検
地
に

つ
い
て
作
製
さ
れ
た
年
代
表
に
は
、
天
正
十
六
年
に
播
磨
で
検
地
が
行
わ
れ
た

こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
典
拠

の
記
載
が
な
く
、
私
は
ま
だ
そ
れ
を
確
認
で
き
な
い
で
い
る
。

秀
吉

の
検
地
は
、
天
正

二
十
年

(文
禄
元
)

の
朝
鮮
出
兵
を
契
機
と
し
て

一
段
と
精
細
に
な
り
、

統

一
し
た
規
格
に
よ

っ
て

全
国
的
な

規
模

で
の

再
調
査
が
実
施
さ

れ
た
。
摂
津
国
で
は
文
禄
三
年

の
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
行
わ
れ
、
播
磨
国
で
は
そ
れ
に
引
き
続
い
て
文
禄
四
年
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
斑
鳩
寺
に
あ
て
た

文
禄
四
年

八
月
二
十

一
日
付

の
秀
吉

の
朱
印
状
に

「
播
磨
国
揖
東
郡
い
か
る
が
の
庄
内
百
五
十
四
石
三
斗
之
事
、
以
検
地
之
上
宛
行
畢
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
同
じ
日
付

で
秀
吉
が
島
津
義
弘
に
与
え
た
在
京
賄
料

一
万
石
の
う
ち
の
播
磨
分
に
つ
い
て
の

「
知
行
方
目
録
」
に
、

「
右
、
今
度
以
検
地
上
改
之
、
令
扶
助
誼
、
全
可
領
知
候
也
」

と
し
る
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
よ

っ
て
確
認
で
き
る
。
文
禄
四
年

の
播
磨

の
検
地
に
つ
い
て
は
、

い
ま
ま
で
余
り
言
及
さ
れ
た
も

の
が
な
く
、
さ
き
に
挙
げ
た
奥
野
高

広
氏
の
検
地
の
年
代
表
に
も
載

っ
て
い
な
い
。

秀
吉

の
行

っ
た
文
禄
年
間
の
検
地
は
、
朝
鮮
出
兵
に
よ

っ
て
増
大
す
る
軍
事
費
を
捻
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま

で
の
検
地
に
は
み
ら
れ
な
い

厳
酷
な
も

の
で
あ

っ
た
。

そ
の
事
実
を
島
津
氏

の
在
京
賄
料
の
村
々
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
島
津
義
久
は
天
正
十
六
年
七
月
、
在
京
賄
料
と
し
て
摂
津

・
播
磨

二
国
の
う
ち
で
合
計

一
万
石
を
与
え
ら
れ
た
が
、
そ
の

「
知
行
方
目
録
」
を
よ
る
と
、
摂
津

の
分
は
曲豆
島
郡
萱
野
村
と
能
勢
郡
木
代
村
な
ど
合
せ
て
十

三
力
村

で
、
そ
の

石
高
は
六
千
九
百
二
十
六
石
九
斗
五
升
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
文
禄
三
年
十
月

の
検
地

の
結
果
改
め
て

「
知
行
方
目
録
」
が
交
付
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
摂
津

の
分

播
磨
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
史
料
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播
磨
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
史
料

の
知
行
高
は
六
千
九
百
八
石
二
斗

二
升
と
ほ
ぼ
従
来

の
高
に
等
し
い
の
に
、
村
数
は
従
来
の
十
三
力
村
の
う
ち
能
勢
郡
の
野
間
村
、
地
黄
村
、
山
内
村
の
三
力
村
が
省
か

れ
て
十
力
村
と
な
り
、
し
か
も
倉
垣
村
は
そ
の
約
三
分
の

一
が
計
上
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
検
地
に
よ

っ
て
村
ご
と
に
相
当
大
き
な
出
目
が
検
出
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も

の
で
、
こ
の

「
知
行
方
目
録
」
に
は
村
ご
と
に
先
高
す
な
わ
ち
従
来

の
高
と
、
出
米
す
な
わ
ち
新
し

文禄3年 の島津氏在京賄料村々の検地出目

出 米1合 計1出 目率

%

5.1

51.4

:1・

41.3

54.4

55.9

102.9

126.9

14.9

33.7

石 斗 升

1,891.34

821.79

1,449.95

596.17

262.64

846.26

284.16

473.47

203.98

78.46

石 斗 升

91.34

279.09

648.70

174.43

92.64

303.56

144.16

264.87

33.98

19.82

先 高

石 斗 升

i,soo

542.7

801.25

421.74

170

542.7

140

208.6

170

58.64

 

名村

豊島郡萱野村

能勢郡木代村

//

it

東郷田尻村

東郷余野村

東郷吉川村

切畑村

川尻村

倉垣村ノ内

吉野村

西郷宿野村

4,855.6312,052.596,908.22 42.3

 

計合

く
検
地
に
よ

っ
て
検
出
さ
れ
た
増
加
分
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
表
示
す
る
と
上
掲
の
通
り

で
あ
る
。

こ
の
表
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
萱
野
村

の
出
目
五
%
と
い
う
の
は
む
し
ろ
例
外
で
、
あ
と
は
吉
野
村

の

一
九

・

九
%
を
最
低
と
し
、
最
高
の
倉
垣
村
は

一
二
六

・
九
%
と
い
う
大
幅

の
出
目
で
、
五
〇
%
以
上
の
出
目
を
記
録
す

る
村
は
、
十
力
村
の
う
ち
六
力
村

に
も
及
ん
で
い
る
。

い
か
に

文
禄

の
検
地
が

苛
酷
で
あ

っ
た
か
が

窺
が
わ
れ

る
。次

に
播
磨

の
分
は
、
天
正
十
六
年

の

「
知
行
方
目
録
」
に
よ
る
と
、

二
〇
〇
石

揖
東
郡
坂
上
村

三
三
〇
石

神
東
郡
旦
上
村

五
九
〇
石

同
郡
福
地
村

三
二
〇
石

同
郡

一
乃
保
村

五
〇
七
石
五
斗

同
郡
蓮
城
寺
村

=

五
〇
石

揖
西
郡
片
島
村

の
計

三
千
九
十
七
石
五
斗
で
あ

っ
た
。
と

こ
ろ
が
文
禄
四
年

の
検
地
の
結
果
、
坂
上
村

・
旦
上
村

・
一
乃
保
村

・

片
島
村
の
四
力
村
を
削

っ
て
、
そ
の
代
り
に
岩
見
構
村
の
う
ち
四
百
三
十
三
石
七
斗
五
升
と
大
市
郷
の
う
ち
千
三

百
七
十

一
石
五
斗
が
加
え
ら
れ
、

従
来
の

福
地
村

・
蓮
城
寺
村
と

合
せ
て

三
千
八
十

二
石
三
斗
八
升
と
せ
ら
れ

ね
。
す
な
わ
ち
福
地
村
と
蓮
城
寺
村

の
合
計
村
高
は
天
正
十
六
年

の
と
き
よ
り
も
百
七
十
九
石
六
斗

三
升
多
い

一

千

二
百
七
十

七
石

一
斗

三
升
と

計
上
さ

れ
、

一
六

・
三
%

の
出
目

に
な

っ
て
い
る
。

註

ω

芥
田
文
書

②

奥
野
高
広

『
信
長
と
秀
吉
』

㈲

斑
鳩
寺
文
書

㈲

奥
野
高
広

『信
長
と
秀
吉
』

⑥

島
津
家
文
書

ω

島
津
家
文
書
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(4)

島
津
家
文
書
、
こ
の
ほ
か
文
禄
四
年
八
月
二
十

一
日
付
で
片

桐
貞
隆
に
揖
西
郡
伊
保
上
村
の
内
二
百
石
を
与
え
た
秀
吉
の

朱
印
状
に
も

「
以
今
度
検
地
之
上
改
之
令
扶
助
畢
」
と
あ
る
。

㈹

島
津
家
文
書

文
禄
四
年
播
磨
国
で
検
地
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
さ
き
に
挙
げ
た
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
文
禄
四
年
の
検
地
帳
が
な
か
な
か
見
当
ら
な
か

っ

た
。
あ
る
い
は
播
磨
国
の
文
禄
検
地
帳
は
伝
存
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
数
年
前
た
ま
た
ま
龍
野
市
史
編
纂
の
た
め
の
史
料
調
査
の
過
程
で
、

山
下
寛
也
氏
の
所
蔵
文
書

の
な
か
か
ら
揖
西
郡
長
福
寺
村

の
文
禄
四
年

の
検
地
帳
が

発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
検
地
帳
は

今
年

の
三
月

に

刊
行
さ
れ
た

『
龍
野
市

史
」
第
五
巻
に
収
録
さ
れ

て
い
る
が
、
表
紙
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

文
禄
四
年

播
磨
国
揖
西
郡
之
内
竹
島
之
庄
長
福
寺
村

八
月
十
五
日

石
川
久
五

紙
数
試
十
二
枚

上
紙
共
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長
福
寺
村
は
現
在
の
揖
保
郡
揖
保
川
町
大
門

で
、
検
地
帳

の
な
か

に

「
大
門
」
と
字
名
を
肩
書
さ
れ
た
田
地
が
見
え
る
。

石
川
久
五
は
検
地
奉
行

で
、
正
し
く
は
石
川

久
五
郎
と
い
い
、
前
年

の
摂
津
国
の
検
地
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
播
磨
で
は
い
ま

の
と
こ
ろ
こ
の
検
地
帳
が
文
禄
検
地
帳
と
し
て
は
唯

一
の
も
の
で
あ
る
。

摂
津
に
は
か
な
り
の
数

の
文
禄

の
検
地
帳
が
残

っ
て
い
る
の
に
、
播
磨
に
は
殆
ん
ど
存
在
し
な
い
の
は
ど
う
い
う
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
的
確
な
こ
と
は
わ
か

ら
な
い
が
、
慶
長
五
年
の
関
ケ
原

の
戦
の
あ
と
、
姫
路
城
主
と
し
て
播
磨

一
国
を
与
え
ら
れ
た
池
田
輝
政

の
検
地
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
輝
政
は

播
磨
に
入
部
し
た
翌
年
の
慶
長
六
年
か
ら
領
内
の
検
地
を
実
施
し
た
が
、

そ
の
検
地
は
太
閤
検
地
よ
り
も
さ
ら
に
苛
酷
な
も

の
で
、
検
地
役
人
に
対
し

て
太
閤
検
地
の
石

高
よ
り
も

二
割
多
い
石
高
を
目
標
に
し
て
検
地
す

る
よ
う
命

じ
た
と
い
わ
れ
る
。
寛
文
十
年
新
宮
藩
池
田
家
が
当
主
邦
照
の
天
折
に
よ

っ
て
廃
絶
と
な

っ
た
と
き
、
幕
府

播
磨
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
史
料

舗



播
磨
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
史
料

(邦
照
)

代
官
に
提
出
し
た

「
池
田
又
八
郎
領
分
前

々
仕
来
候
覚
書
」
に
は

(輝
政
)

一
池
田
三
左
衛
門
殿
内
検
地
二
割
出
高
之
事

三
左
衛
門
殿
内
検
地
二
割
之
出
目

ハ
村

二
よ
り
二
割
に
当
り
候
村
も
有
之
候
、

又

ハ
ニ
割
之
内
外
有
之
村
も

可
有
御
座
候
、

村

ハ
押
な
ら
し

大
形

二
割
に
当
リ
申

(池
田
重
利
)

候
、
村
毎

二
二
割

二
当
リ
申
儀

二
て

ハ
無
之
候
、
先
年
越
前
守
様
拝
領
之
高
辻

一
万
石

二
て
考
見
申
候

ヘ
ハ
大
形
二
割
之
出
目

二
当
リ
申
候

と
あ

っ
て
、
池
田
輝
政
が
平
均

二
割
の
打
出
し
検
地
を
行

っ
た
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
越
前
守
は
新
宮
藩

の
初
代
藩
主
池
田
重
利

で
、
重
利
は
元
和

三
年
八
月
幕
府
か
ら

揖
東
郡
で

一
万
石
の
所
領
を
与
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
領
知
村

々
を
し
る
し
た

『
播
磨
国
揖
東
郡
郷
帳
」
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
村
高
の
集
計
は
、

「
合

一
万
弐
千
百
五
拾

壱
石

三
斗
八
升
八
合

三
左
衛
門
内
検
地
高
」
と
あ

っ
て
、
新
宮
藩

一
万
石
の
所
領
が
、
輝
政

の
慶
長
の

検
地

で
は

一
万

二
千
石
余
と
し

て
計
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
輝
政
の
こ
の
検
地
は
播
磨
縄
と
よ
ば
れ
た
が
、
農
民
の
年
貢
増
徴
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
当
然
農
民
の
不
満
が
高
ま
り
、
検
地
に
反
対
す
る
農
民

の

一
揆
が
あ
ち
こ
ち
で
起
き
始
あ
た
。
こ
の
た
め
輝
政
は
数
年
後
に
は

二
割
打
出
し

の
方
針
を
緩
和
し
、
村
高

の
減
額
修
正
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
が
、
太
閤
検
地

よ
り
も
二
割
増

の
新
し
い
検
地
帳
を
交
付
す
る
に
際
し
、
苛
酷
な
検
地
の
実
態
を
隠
す
た
め
に
、
そ
の
証
拠
と
な
る
太
閤
検
地
帳
を
回
収
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
さ
き
に
引
い
た

「
池
田
又
八
郎
領
分
前
々
仕
来
候
覚
書
」
に
、
寛
文
年
間
す

で
に
村
々
に
は
古
高
の
検
地
帳
す
な
わ
ち
太
閤
検
地
帳
が
な
か

っ
た
と
報
告
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
そ
の
可
能
性
の
強

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
長
福
寺
村
の
検
地
帳
は
恐
ら
く
回
収
も
れ

に
な

っ
て
今
日
に
伝

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
検
地
帳
に
よ
れ
ば
、
長
福
寺
村
は
田
畠
合
せ
て
十

一
町
九
段
余
、
そ
の
う
ち

田
は
六
町
八
段
余

の
比
較
的
小
さ

い
村

で
、

一
段

の
斗
代
は
上
田

一
石
五
斗
、
中
田

一
石
三
斗
、
下
田

一
石

二
斗
、
下

々
田
九
斗
、
上
畠

一
石
～
八
斗
、
中
畠
六
斗
、
下
畠
四
斗
、
下
々
畠
四
斗
、
上
山
田
七
斗
、
中
山
田
六
斗
、
下
山
田
四
斗
、
下
々
山
田

四
斗
で
あ
る
。
検
地
帳
に
登
録
さ
れ
た
百
姓
の
持
高
を
列
記
す
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

石

斗

升

合

石

斗

升

合

助
衛
門

円
順
九
郎
兵
衛

二
郎
衛
門

源
十
郎

五
郎
兵
衛

一
九
四
九
五

一
〇
七
七
四

八
四
七
三

七
〇
三
三

五
四
六
三

五
四
五

一

与
三
郎

五
郎
大
夫

甚
九
郎

三
郎
五
郎

五
郎
か
と

一
四
二
九
〇
八
四
七
五
五
九
三
九
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二
郎
兵
衛

三
郎
兵
衛

弥
六
ま
こ
へ
も
ん

与
三
兵
衛

永
春

四
郎
衛
門

太
郎
五
郎

孫
右
衛
門

孫
衛
門

彦
衛
門

ま
こ
兵
衛

六
郎
兵
衛

八
郎
衛
門

太
郎
左
衛
門

弥
十
郎

八
郎
右
衛
門

二
郎

永
順

彦
四
郎

助
右
衛
門

四
九

一
八

四
六
七
八

四
六
四
四

四
三
九
八

三
七
三
九

三
五
〇
二

三
一二
四
九

二
七
五
七

二
六
七
七

二
四
〇
八

二
一二
七
七

一
三
二
〇

　
一
七

】

一
〇
八
五

九

一
〇

八
八
〇

三
三
三

三
三
〇

三
〇
三
三

二
四

一

一
九
五

播
磨
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
史
料

お
と
と

弥
二
郎

藤
四
郎

阿
ふ
ち

太
郎

長
福
寺
二
郎
兵
衛

同
二
郎
衛
門

寺
源
十
郎

同
九
郎
兵
衛

同
太
郎
五
郎

同
彦
衛
門

同
永
春

原
甚
四
郎

同
助
八

同
助
次
郎

同
八
郎
兵
衛

同
九
郎
衛
門

同
八
郎
衛
門

同
介
な
ば
の
源
右
衛
門

同
左
門
太
郎

二
八
一
七
一
二

一
二五

二
五
〇
〇

二
一
=

〇

二

一
三
〇

一
九
五
八

一
八
〇
〇

一
七
五
〇

一
二
九
五

四

一
六
〇

三
四
六
五

三
三
七
〇

一
七
五
〇

一
五
〇
五

八
七
五

四
八
〇

六
七
七
四

二
六
四
五
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播
磨
国
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
史
料

彦
三
郎

一
七
六

同
左
衛
門
三
部

西

・
・

道
清

一
五
一

右

の
う
ち
肩
書
に
原
お
よ
び
な
ば
の
と
あ
る
百
姓
は
、
長
福
寺
村
の
隣
村
原
村
お
よ
び
那
波
野
村
の
百
姓
で
、
長
福
寺
村
に
入
作
し
て
い
る
人
達
で
あ
る
。
ま
た
肩
書

に
長
福
寺
お
よ
び
寺
と
記
さ
れ
た
百
姓
が
七
人
い
る
が
、

こ
の
肩
書
が

何
を
現
わ
し
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

長
福
寺
村
に
は
こ
の
七
人
と

同
名

の
百
姓
が
い

て
、
同

一
人

の
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
が
、
も
し
こ
れ
が
同

一
人
で
あ
れ
ば
、
長
福
寺
と
か
寺
と
か
特
に
肩
書
す
る
必
要
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
七
人
の
百
姓

に
つ
い
て
は
い
ま
の
と

こ
ろ
は

っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
。

次
に
円
順

・
二
郎
兵
衛

・
与

三
兵
衛

の
三
入
は
、
田
畠
と
と
も
に
屋
敷
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
百
姓
は
村

の
本
百
姓
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
田
畠
だ
け
を
登

録
さ
れ
て
屋
敷
を
持
た
な
い
百
姓
は
、
本
百
姓

の
屋
敷
内
に
住
む
本
百
姓
の
家
族
か
あ
る
い
は
そ
の
下
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
し

て
も
こ
の
村
で
は
屋

敷
持
の
本
百
姓
が
余
り
に
も
少
な
す
ぎ
る
。
最
高

の
十
九
石
四
斗
九
升
五
合
を
持

つ
助
衛
門
が
屋
敷
を
登
録
さ
れ
て
い
な

い
の
は
、
恐
ら
く
助
衛
門
が
庄
屋
と
し
て
そ
の

屋
敷
を
除
地
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
弥
十
郎
と
八
郎
右
衛
門
は
屋
敷
だ
け
が
登
録
さ
れ
て
い
て
田
畠

の
登
録
が
な
い
。
し
か
も
弥

十
郎
は
屋
敷
を

二
つ
も

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
田
畠
を
持
た
ず
屋
敷
だ
け
を
持

つ
百
姓
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
播
磨

に
残
さ
れ
た
唯

一
の
太
閤
検
地

帳
は
、

い
ま
ま

で
の
通
説
で
は

一
寸
理
解
し
難
い
内
容
を
も

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
り
、
今
後
の
検
討
に
委
ね
た
い
。

な
お
播
磨
国
に
は
、
末
尾
に
文
禄
三
年
九
月
八
日
と
し
る
さ
れ
た
赤
穂
郡
周
世
郷
真
殿
村

の
検
地
帳
が
伝
存
す
る
。
写

で
は
あ
る
が
、
文
禄
三
年
か
ら
余
り
年
数
を
経

な
い
江
戸
時
代
初
期
の
写
で
あ
り
、
検
地
挙
行
と
し
て
宇
喜
田
河
内
守

・
宇
喜
田
土
佐
守
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。
宇
喜
田
河
内
守
は

「
浮
田
分
限
帳
』

に
よ
る
と
、
宇

喜
田
秀
家
の
家
臣
で
知
行
高
は
四
千
五
百
石
で
あ
る
。
こ
の
真
殿
村
が
当
時
字
喜
田
氏
の
所
領
で
あ

っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
れ
は
字
喜
多
氏
が
文
禄
三
年
家
臣
に
命

じ
て
自
己
の
領
内
に
検
地
を
実
施
し
た
時

の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味

で
は
太
閤
検
地
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、

一
段
11
三
百
歩
の
制
を
と
り
、
太
閤
検

地
に
準
じ
て
な
さ
れ
た
も

の
と
い
え
る
。
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
他
日
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
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